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奈良県立医科大学附属病院で診療を受けられた皆様へ 

当院では、以下の臨床研究を実施しておりますのでお知らせいたします。 

下記の概要についてご確認いただき、試料・情報が当該研究に用いられることについ

て患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には、試料・情報

を用いませんので、以下の「問合せ先」までお申し出ください。その場合でも患者さん

に不利益が生じることはありません。 

下記の研究は、奈良県立医科大学医の倫理審査委員会（以下、「倫理審査委員会」と略

します）で審査され、奈良県立医科大学学長の許可を得て行います。 

 

① 研究課題名 Epstein-Barr Virus 関連血球貪食性リンパ組織球症の臨床的特徴およ

び他の Epstein-Barr Virus 感染症との比較研究 

② 研究期間 学長許可日から 2021 年 3 月 31 日まで 

③ 対象患者 奈良県立医科大学総合診療科に通院または入院し、活動性の EB ウイル

ス感染症と診断された患者さん 

④ 対象期間 2012 年 4 月～2020 年 7 月 31 日。 

⑤ 研究機関の名

称 

奈良県立医科大学附属病院総合診療科 

⑥ 研究責任者 氏名 大野史郎 所属 奈良県立医科大学附属病院総合診

療科 

⑦ 使 用 す る 試

料・情報等 

過去の診療記録および検査結果のうち、下記の中から選択した臨床情

報を利用致します。 

臨床所見（年齢、性別、身長、体重、既往歴、家族歴） 

血液検査結果 

骨髄液検査結果 

経過中に使用した薬剤 

血液などの生体試料の使用はありません。 

 

⑧ 研究の概要 Epstein-Barr Virus（以下 EB ウイルスと表記）感染症は、幼小児か

ら成人まで発症する頻度の高い疾患です。その多くは、軽い風邪の様

な症状、喉や首のリンパ節が腫れて熱がでる（伝染性単核球症といい

ます）、などの症状で、特に薬剤などの治療を行わなくても時間とと

もに自然に治癒する疾患です。 

ですが、ごく稀に上記のような通常の EB ウイルス感染とは異なり、

命に関わる重篤な疾患を起こすことがあります。その疾患の一つが、

EB ウイルス関連血球貪食性リンパ組織球症です。ウイルス感染によ

って引き起こされる患者さん自身の免疫が過剰に応答してしまい、

「自分の免疫細胞が自分自身の臓器、体をも攻撃する」という状態に
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陥ります。この様な状態は自然に改善することはなく、状態に応じた

治療が必要となります。しかし EB ウイルス関連血球貪食性リンパ組

織球症は、特に成人では非常に稀な疾患であり、その症状や経過の特

徴、診断に際しての重要な手がかり、最適な治療方法などはまだ十分

に確立されていません。 

我々は、EBウイルス関連血球貪食性リンパ組織球症の特徴を詳しく調

べ、その特徴をより頻度の高い伝染性単核球症と比較することによ

り、診断、治療の向上を図ることができると考え、この研究を実施す

ることとしました。 

⑨ 倫理審査 倫理審査委員会承認日     令和２年 ７月 ２２日 

⑩ 研究計画書等

の閲覧等 

研究計画書及び研究の方法に関する資料を他の研究対象者等の個人情

報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で入手又は閲覧できま

す。 

詳細な方法に関しては以下⑬の問い合わせ先・相談窓口にご連絡くだ

さい。 

⑪ 結果の公表 学会や論文等で公表します。個人が特定されることはありません。 

⑫ 個人情報の取

扱い 

カルテ ID や氏名などの個人情報を研究用 ID に置きかえて使用するた

め、あなたの個人情報が外部へ漏れることはありません。カルテ IDと

研究 ID の対応表は、パスワ-ドのあるパソコンおよび鍵のかかる戸棚

で厳重に研究責任者において管理され、大学外へ持ち出されることは

ありません。 

研究の成果は、学会や学術誌などで公表されますが、この場合も、個

人が特定される情報が公開されることはありません。 

⑬ 問 い 合 わ せ

先・ 

相談窓口 

奈良県立医科大学附属病院 総合診療科 担当者：大野史郎 

電話 0744-22-3051 

（内線 3471） 

FAX 0744-24-5739 

Mail shiroono0207@naramed-u.ac.jp 

 


